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１ 練馬区には市民生活と融合する生きた農業がある

練馬区には住宅地の中にかなりの規模で農地が点在し、
市民生活と融合した生きた農業が営まれている。
練馬の都市農業は、農業体験農園や果樹あるファーム

など、都市住民のニーズに応え発展してきたものであり、
全国の都市農業を牽引してきた。
大都市におけるこういった農業・農地のあり方は世界

的にも稀有であり、練馬の都市農業は、今後の都市生活
を更に豊かにする可能性を持っている。
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農業・農地と市民生活が融合する代表的な地域
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２ 区の特色(１) 23区内の農地の約４割を練馬区が占める

区部
526.9ha

市部
3,546.7ha

区部と市部の
市街化区域内農地の面積

練馬区
215.6ha

世田谷区
104.9ha

足立区
55.9ha

江戸川区
48.5ha

杉並区
38.9ha

葛飾区
35.8ha

板橋区
17.4ha

中野区
3.9ha

大田区
3.1ha

目黒区
2.6ha

北区
0.3ha

区部の農地面積

全体
526.9ha

全体
4,073.6 ha

東京都農業会議資料（平成29年3月31日時点）
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２ 区の特色(２) 練馬区の農業者は面積当たりの収入が高い

295.0 

524.4 

334.6 

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

東京都 練馬区 世田谷区

百万円 1haあたりの農業産出額

東京都農業会議「平成29年度東京都の地域・区市町村別農業データブック」

付加価値の高い農産物の
生産が行われている。
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２ 区の特色(３) キャベツの一大生産地、果樹栽培が活発

東京都農業会議「平成29年度東京都の地域・区市町村別農業データブック」

東京都の生産量に占めるキャベツ、かき、ぶどう生産自治体上位３市区の割合

22.7%

10%
7.2%

0

5
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練馬区 西東京市 八王子市

％

キャベツ

14%

8.5% 7.5%

町田市 練馬区 東久留米市

かき

22.4%

12.1
% 11%

稲城市 調布市 練馬区

ブドウ

キャベツの生産量都内No１
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２ 区の特色(４) 都心にいながら農に気軽にふれあえる

東京都「2015年農林業センサス」および練馬区資料
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東京都（平成27年度）

園

総数
練馬区（平成29年度予定）

ブルーベリー 30 キウイフルーツ 2 かき 2
ぶどう 1 みかん 1 いちご 1

147園

合計：37園

東京都内と練馬区内の観光農園数
都心から約30分。
練馬には、気軽に行ける
多様な果樹の摘み取り園
がある。
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２ 区の特色(５) 農業体験農園は練馬区発祥！！
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全国 東京都 練馬区 町田市 東村山市 さいたま市 千葉市 京都市

農業体験農園数および区画数

農園数 区画数

練馬区資料（2016年）

農園数は、全国の1割以上、
区画数は、全国の2割以上を占める。
共に全国最多！！
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３ 区の課題(１) この23年間で236.5haの農地が減少
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区内農地面積の推移

生産緑地地区 宅地化農地 市街化区域内農地 特別区の市街化区域内農地（11区平均）

ha

202.2

452.1

249.9 30.2

185.4

215.6

〇市街化区域内農地面積：各年1月1日現在の課税面積に基づく数値
〇生産緑地地区面積：各年の都市計画の公示に基づく数値
〇宅地化農地面積：市街化区域内農地ー生産緑地

125.7
49.2

練馬区は、52.3％の減
特別区（11区平均）は、60.8％の減

平成
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３ 区の課題(２) 農業従事者の高齢化と減少

H10 H15 H20 H25 H26 H27 H28

戸数 734 620 535 480 465 441 429

人数 1740 1391 1159 1014 968 919 910
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20代
1% 30代

4% 40代
6%

50代
21%

60代
30%

70代
21%

80代以上
15%

無回答
2%

農作業の主な担い手の年代

平成26年度練馬区農業者意向調査

(n＝267)

【参考】
農業者平均年齢

練馬区：63.5歳 東京都：63.9歳
（出展：東京都農業会議H29.3）

練馬区農業経営実態調査

1740人

734戸
910人

429戸
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３ 区の課題(３) 農とふれあいたい区民は多いが…

4.5%

12.1%

15.9%

38.2%

38.9%

58.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

農業に従事できるように本格的に学び、将来は農業に携わりたい
ふれあってみたいとは思わない
農家の農作業を手伝ってみたい

区民農園や農業体験農園などで農作業を体験してみたい
農家の畑で野菜の収穫体験をしてみたい

ブルーベリーなどの観光農園で果実の摘み取りをしてみたい

農とのふれあいに対する意向 （ｎ=157)

2.5%
2.5%

7.0%
14.0%
15.3%

21.0%
58.0%

0% 20% 40% 60% 80%

その他
農業者に直接お願いし、農作業を体験したことがある

農業体験農園を利用したことがある
区等が主催する農業のイベントに参加したことがある
区民農園・市民農園等の農園を利用したことがある

観光農園で摘み取り等を体験したことがある
体験をしたことがない

農業体験の実績 （ｎ=157）

平成26年度区政モニター調査

58％の区民が農業体
験をしたことがない
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４ 区の取組と成果

(1)国へ制度改正の働きかけ
・市街化区域内農地を持つ都内38自治体が会員となる都市農地保全推進自治体
協議会の会長として国に農地制度等の改正を要望

⇒平成27年４月に都市農業振興基本法が制定
都市農地は「宅地化すべきもの」から「あるべきもの」へ
⇒平成29年５月に生産緑地法が一部改正
生産緑地地区の指定に係る下限面積が500㎡から300㎡へ
生産緑地地区内に直売所や農家レストラン等の設置が可能へ

都市農地の保全のためには、大きな課題である、貸借に係る規制緩和が必要︕

引き続き都市農地の保全に向けた取組を実施

▶ 貸借した生産緑地にも買取申出制度を拡大
▶ 貸借した生産緑地への納税猶予制度の適用拡大
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２ 経営改善に計画的かつ意欲的に取り組む農業者を練馬区認定農業者、
練馬区都市型認定農業者として認定し、支援を実施
・認定農業者、都市型認定農業者数 81経営体 （平成29年3月末現在）
・農業用簿記の講習会、記帳会を開催
・経営改善のためのパイプハウス等の整備を支援

(2)意欲的な農業者への支援

１ 平成27年３月に練馬区農の学校を開校
ねりま農サポーターを育成し、支え手を必要とする農業者とつなげる。
・ねりま農サポーター40名を育成 （平成29年3月末現在）
・支え手を必要とする農業者とのマッチング 31件 （平成29年8月末現在）
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１ 練馬果樹あるファームの推進 29年度：観光農園 37園、果実の直売54か所

２ ねりマルシェの開催 28年度：24回開催

(3) 農とふれあえる機会の充実、魅力の発信

区内外から約3万人
の人が摘み取りを楽
しみに来ている。

消費者と生産者を繋げるマルシェ。ねりマル
シェには、『さっきまで畑にあった』新鮮な
農産物が並ぶ。区内各地で農業者自らが商業
者と連携し、マルシェを開催している。
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観光農園 直売所
ブルーベリー 30 15
ぶどう 1 11
みかん 1 8
キウイフルーツ 2 4
かき 2 8
いちご 1 4
くり 0 4



５ 今後の方向性(１) 区民にとって農地とは

平成27年度 区民意向調査

区にとって欠かせない重要なものである
72%都市生活には必要ない

6%

どちらともいえない
20%

無回答
2%

練馬区に農業があることについて (n＝1,432)
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５ 今後の方向性(２) 求められる農業施策

平成27年度 区民意向調査

3.3%

3.7%

3.2%

6.5%

13.6%

16.2%

19.6%

21.6%

25.3%

26.3%

39.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

無回答

いずれも必要でない

自由意見

農とふれあうイベントの開催

農業に係る人材（支え手）の育成

練馬果樹あるファームの推進

区民農園等の貸し農園の充実

ねりマルシェの開催・支援

駅等での直売イベントの実施

練馬産農産物のブランド化による魅力の発信

意欲ある農業者の取組に対する支援

重要だと思う農業施策 （ｎ=1,432） （2つまで回答可）
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５ 今後の方向性(３) 区民の想い

農とふれあいたい

農業者を支えたい

農業に従事したい

災害時の不安を減ら
したい

新鮮な練馬産農産物
を購入したい

農地や屋敷林など昔
ながらの景観を残し
てほしい

美味しい練馬産農産
物を食べたい

農業体験がしたい

平成26年度区政モニター等
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５ 今後の方向性(４) これからのまちの「かたち」

都市農地・農業の魅力
〇新鮮な農産物を供給する機能 〇防災の機能 〇農業体験・交流の場の機能 等

都市農業は今後の都市生活を
さらに豊かにする！！
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６ これからの取組

練馬区は、世界の大都市東京において、市民
生活と融合した農業が営まれており、都市の
中に農地が存在し、農業が産業として営まれ
ていることは世界的にも稀有である。

農業が融合する都市の魅力と可能性を、国内
はもとより世界に発信するために、海外の都
市から行政関係者や農業者等を招聘し、世界
都市農業サミットを開催する。

(1)世界都市農業サミット開催

平成31年（2019年）

国連大学が練馬区を視察
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（1）都市農業の存在意義や魅力に関する認識が世界で共有され、都市農業
の今後の発展につなげること

（2）都市農業に関するネットワーク化と情報共有が進み、新たな取組を
広げること

（3）都市農業に対する誇りと意欲が高まること

ニューヨークの屋上農園 ロンドンの市民農園

世界都市農業サミット 開催のねらい
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▶世界都市農業サミット
(1)日程 平成31年11月29日（金）～12月1日（日）
(2)会場 練馬文化センター他

▶世界都市農業サミット プレイベント
(1)日程 平成30年11月24日（土）～11月25日（日）
(2)内容 都市農業関係者や有識者によるシンポジウム 等

11月29日（金） 11月30日（土） 12月1日（日）

【午後】
練馬の都市農業を体験・
視察

【午前】
全員参加型の体験イベント

【午後】
分科会形式
・意見交換等

シンポジウム形式
・事例発表
・パネルディスカッション
・サミット宣言 等

世界都市農業サミット 概要
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１ 農業者による農業体験農園の開設を促進

２ 障がいがある方が農業に関われる福祉機能を持った農園の開設

３ 農地の防災機能をさらに引き出し、災害時の区民の安心を確保

４ 練馬産農産物が購入できるマルシェ等の拡充

５ 6次産業化への取組の支援、農商連携の推進

６ 練馬果樹あるファームの拡充

７ 先進的な農業に取組む農業者を支援

８ 希望する区民が市民農園・区民農園を利用できる環境の拡充

(2)農業振興の各種取組
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